
１．重要な会計方針

（１） 資産の評価基準及び評価方法
① 販売用資産

　個別法に基づく原価法によっている。なお、期末における時価が取得価格より下落した場合には、
時価をもって貸借対照表価額としている。

② 事業資産
　個別法に基づく原価法によっている。なお、期末における時価が著しく下落したときは、回復の見込
みがあると認められる場合を除き、時価をもって貸借対照表価額としている。

③ 森林資産
　林業公社会計基準第２７条によっている。（森林資産に期待されるサ－ビス提供能力が著しく低下し
た事象又は森林資産の将来の経済的便益が著しく下落したときは、減損処理を行っている。）
　なお、森林資産の取得原価の算定は、直接事業費に係る補助金を取得原価から控除する直接減価
方式によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法
建物、構築物、機械装置、車両運搬具、什器備品、リ－ス資産及びソフトウエア　・・・　定額法によっている。

（３）引当金の計上基準
① 貸倒引当金

　債権について個別に検討した結果、貸倒の可能性がないため、計上しない。
② 賞 与 引 当 金　

　職員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当期の負担額を計上している。
③ 退職給付引当金　

　職員の退職給付に備えるため、当期末の自己都合退職による期末要支給額に相当する金額を計上
している。

（４）キャッシュ・フロ－計算における資金の範囲
　資金の範囲は、随時引き出し可能な預金（貸借対照表の「現金預金」）としている。

（５）消費税等の会計処理
　税込み方式によっている。

２．表示方法の変更

３.寄付金及び補助金等に関する事項
当期の寄付金及び補助金等の受入は、次のとおりである。

（単位：円）
種類及び交付者 金額 摘要

補助金 625,000
徳島県 県単独補助金 625,000

寄付金 37,245,600
　緑の募金寄付金 緑の募金 37,245,600

計 37,870,600

補助金等 490,128,091
徳島県 森林環境保全直接支援事業・環境林外補助金 373,623,940
徳島県 県単独補助金 72,543,915
那賀町 町単独補助金 12,835,970
海陽町 町単独補助金 5,226,470
徳島県 利子助成金 20,703,000
全木連 利子助成金 843,909

国土緑推 緑化事業助成金 2,400,000
全森連 緑の雇用事業助成金 1,849,306

県労働力確保支援ｾﾝﾀ- 労働対策助成金等 101,581

寄付金 1,000,000
一般寄付金 一社）徳島森林協会より寄付 1,000,000

　 計 491,128,091
528,998,691

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

内容
指定正味財産増減の部への計上

正味財産増減の部の指定正
味財産に計上

一般正味財産増減の部への計上

　前年度において「事務事業費（事務経費）」に計上していた「委託費」は、当年度において「直接事業費」に計上している。
　この表示方法を反映させるため、前年度の財務諸表の組替えを行っており、「事務事業費（事務経費）」が86百万円減
少、「直接事業費」が86百万円増加している。

合計



４.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

当期の指定正味財産から一般正味財産への振替額は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益 経常外収益 計

補助金

減価償却費の計上による振替額 18,100,565 0 18,100,565

特定資産運用益

目的達成による指定解除額 40,515 0 40,515

寄付金

目的達成による指定解除額 33,302,600 33,302,600

使途制限解除による指定解除額 176,867,468 640,557,260 817,424,728

228,311,148 640,557,260 868,868,408

５．資産の評価に関する事項

　　森林資産情報に関する事項

（単位：百万円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

標準伐期齢未満 6,191 0 380 5,811 －

標準伐期齢以上 12,896 405 18 13,283 9,598

計 19,087 405 398 19,094 －

標準伐期齢未満 0 0 0 0 －

標準伐期齢以上 31 0 0 31 79

計 31 0 0 31 －

標準伐期齢未満 43 0 0 43 －

標準伐期齢以上 598 0 1 597 1,664

計 640 0 1 639 －

標準伐期齢未満 0 0 0 0 －

標準伐期齢以上 33 4 0 37 412

計 33 4 0 37 －

6,234 0 380 5,854 －

13,558 409 19 13,948 11,754

19,793 409 399 19,803 －

（注）１　回収能力見込額については、標準伐期齢未満の資産は未だ生育途中の森林であり、その測定は、極めて

　　　　困難であることから除外している。

　　　２　標準伐期齢による区分については、前期末残高は前期末における林齢によって区分し、当期末残高の区分

　　　　は当期末の林齢による。

　　　３　標準伐期齢以上の資産についての回収能力見込額の算定は、現在の丸太市場価格を基に、将来の木材販

　　　　売収入見込額に補助金収入を加えた額から、今後の直接事業費及び分収交付金を控除した額を、現在価値に

　　　　割引いた額とする。なお、現在価値を算定する際に用いられる割戻し率は、当該機構の現実の資金調達を反映

　　　　した資金調達コストを基礎に算定する。

　　　４　分収造林の回収能力見込額が貸借対照表価額より小さいが、外部有識者の意見を取り入れたR2年度経営改

　　　　善計画（第３期）を実施しており、この計画に掲げる次の対策によって将来の回復能力を向上させ、 機構の経

　　　　営改善をする。

　　　　　①分収林契約の変更（長伐期化、分収割合の変更）による収穫量の増減、収益率の向上

　　　　　②木材の生産流通・販売の効率化（生産性の向上・直送等コストダウン）による経費削減

　　　　　③金利対策（県等の無利子化）の継続による経費削減

　　　　　④森林整備（間伐や作業道等）コストや経営コストの削減（補助金等県の支援）

　　　　　⑤分収林の取得で可能となるモザイク伐採等の導入による収益率の向上

　　　　　⑥森林経営の受託管理等の経営拡大による全体の経営効率化

標準伐期齢以上

①　森林資産の貸借対照表価額と回収能力見込額
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　　　　　　　　　　森林資産とその公益的機能評価額
＜森林資産面積　10,152.80ｈａ＞

（単位：百万円/年）
評価額 ＊ｈａ当たり評価額 摘要

500 49,270
91 8,990

3,529 347,540
2,611 257,200
5,908 581,950

11,407 1,123,520
3,408 335,670

910 89,650
28,364

６．リ－ス取引の処理方法
(1) 　ファイナンス・リース取引については、原則として通常の売買取引に係る方法に準じて会計処理を行う。

　ただし、個々のリ－ス資産に乏しいと認められる場合には、オペレ－ティング・リ－ス取引の会計処理に
準じて、通常の賃貸取引に係る方法に準じて会計処理を行っている。

(2)　転リ－ス取引
　転リ－ス取引に該当し、かつ、利息相当額控除前の金額で貸借対照表に計上している額　（単位：千円）
① リ－ス投資資産

流動資産 30,401
② リ－ス債務

流動負債 13,474
固定負債 16,927

７．担保に供している資産
該当なし

８．関連当事者との取引の内容
・ 関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

法人等の名称 住所 資産総額 事業の内容又は職業 議決権の所有割合（％）

徳島県 徳島市 ３

取引の内容 取引金額（千円） 科目 期末残高（千円）

資金の借入 110,000 長期借入金 10,012,964

補助金 446,792 長期未払費用 5,253,890

未　収　金 146,810

（注） 日本政策金融公庫からの借入に対して、損失補償を受けている。

取引条件及び取引条件の決定方針等
資金の借入利率は無利子である。なお、担保提供はしていない。

・ 契約に関する事項
（単位：円）

代表者 件数 金額 摘要
那賀町 橋本　浩志 2 2,114,200 受託
神山町 河野　雅俊 1 1,375,000 受託
三好市 高井　美穂 1 2,108,700 受託
徳島県森林組合連合会 和泉　隆啓 1 2,763,102 保険契約
美馬森林組合 武田　喜善 4 27,673,800 請負の発注
徳島県林業改良普及協会 大柿　兼司 1 1,070,000 受託
阿南市森林組合 内藤　富士雄 1 14,359,400 請負の発注

９．その他

洪 水 緩 和 機 能

＊平成13年度日本学術会議答申の１ｈａ当たり評価額

表 面 浸 食 防 止 機 能
表 面 崩 壊 防 止 機 能
保 健 ・ レ ク リ エ － シ ョ ン 機 能

計

水 質 浄 化 機 能

契約相手先

関係内容

役員の兼務等 事業上の関係

役員３名 資金の支援等
地方公共団体

属性

公益的機能
二 酸 化 炭 素 吸 収 機 能
化 石 燃 料 代 替 機 能
水 資 源 貯 留 機 能

　　これにより、特定資産に計上されていた「とくしま絆の森事業資産」は流動資産の「現金預金」に、「とくしま絆の森森
林資産」はその他固定資産の「森林資産」に、それぞれ振り替えている。

指定正味財産（特定資産）の解除

　 注記「4．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳」に記載のとおり、指定正味財産としていた「とくしま絆
の森寄付金」について、当期において寄付者から使途制限解除の同意を得たため、指定正味財産の指定を解除し、一
般正味財産へ振り替えている。


